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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第53期

会計期間

自平成21年
３月21日
至平成21年
６月20日

自平成20年
３月21日
至平成21年
３月20日

売上高（千円） 3,690,60618,890,772

経常利益（千円） 18,979 53,417

四半期（当期）純損失（千円） 81,553 801,010

純資産額（千円） 7,568,4887,673,689

総資産額（千円） 22,290,30822,391,504

１株当たり純資産額（円） 521.82 529.05

１株当たり四半期（当期）純損失金額（円） 5.62 55.22

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － －

自己資本比率（％） 34.0 34.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△392,467△447,227

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△26,003△497,921

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
386,839 904,979

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 304,717 333,383

従業員数（人） 1,137 1,155

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等については記載しており

ません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、希薄化効果を

有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

 

 

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。  

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年６月20日現在

従業員数（人） 1,137(119)

（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。

　

(2）提出会社の状況

 平成21年６月20日現在

従業員数（人）     818

（注）　従業員数は就業人員であります。なお、臨時雇用者数については従業員数の100分の10未満であるため、記載を

省略しております 。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年３月21日
至　平成21年６月20日）

オート機器事業（千円） 1,597,219

情報機器事業（千円） 731,153

生活機器事業（千円） 1,084,698

住設機器事業（千円） 189,878

合計（千円） 3,602,947

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第１四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高 (千円) 受注残高 (千円)

 　住設機器事業 377,012 1,078,014

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年３月21日
至　平成21年６月20日）

オート機器事業（千円） 2,152,275

情報機器事業（千円） 632,906

生活機器事業（千円） 767,889

住設機器事業（千円） 78,447

その他の事業（千円） 59,087

合計（千円） 3,690,606

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。また、セグメント間の取引については相殺消去しております。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。  　

 

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 

 （１）業績の状況

　当第１四半期におけるわが国経済は、昨年来の世界的大不況の下、極めて深刻な景気停滞状況にあり、雇用情勢の一

段の悪化、設備投資の収縮など厳しい状態が続いておりまして、先行きにつきましても依然不透明な状況であります。

　当社グループ関連業界におきましても同様な状況でありまして、一部自動車業界などに在庫調整の進展による生産

回復などの景気底打ち感も聞かれておりますが、全体的には大変厳しい環境下で推移しているものと認識しておりま

す。

　こうした状況下にありまして、当社グループは、ＬＥＤ表示機などエコ・省エネなどの社会の要請に合致した成長分

野への経営資源の重点配分に注力し、開発・営業力の強化、人材の育成・配置などに努めて参りました。

　しかしながら、洗車機などのオート機器事業におきましては、同関連業界の投資意欲は依然低調で苦戦を強いられる

中、減収となりました。また、生活関連事業では増収を確保したものの消費低迷の状態にあることに変わりはなく、更

に住設関連事業におきましても、関連分野の環境は厳しい状況で減収となりました。当第１四半期の売上高は情報関

連事業の大幅な増収による貢献がありましたものの、総体での落ち込み幅を最少限に押さえるに留まりました。

　その結果、当第１四半期の売上高は前年同期比1.0%減の36億９千万円、営業利益は同54.7%増の４千７百万円、経常利

益は同99.3%増の１千８百万円でしたが、法人税等調整額がマイナスとなったことから８千１百万円の四半期純損失

となりました。

　

　事業の種類別セグメントごとの業績は次のとおりであります。

　（オート機器事業）

　洗車機を中心とするオート機器事業部門は、昨年来のＳＳ、カーディーラーなど需要家の投資減退の影響が引き続

き、一部、緊急経済対策のリース助成制度などにより盛り上がる場面もありましたが、これも制度打ち切りなどにより

尻つぼみの状態が見られ本格的回復の兆しが感じられない中において、当第１四半期の売上高は、前年同期比10.1%減

の21億５千２百万円となりました。

　（情報機器事業）

　ＬＥＤ表示機を主体とした当該事業部門は、省エネをコンセプトとしたソーラ式表示機の堅調な伸びなど昨年から

の好調が維持され、また、官需などへの新規ルート開拓努力が結実しつつあるなどにより、当第１四半期の売上高は、

前年同期比38.2%増の６億３千２百万円と大幅な伸びとなりました。

　（生活機器事業）

　個人消費低迷が長引く厳しい状況下にありまして、当生活関連分野におきましては、中心的存在の低温貯蔵庫が堅調

に推移したことや大幅改良した保冷米びつの市場導入が進んだことなどから、当第１四半期の売上高は、前年同期比

6.6%増の７億６千７百万円となりました。

　（住設機器事業）

　子会社の株式会社ニューストが係る事業で、木・アルミ複合サッシ及び反射式消音装置の製造・設置が主な事業で

ありますが、設備投資意欲の減退する中、加えて民事再生法適用という同社固有の事情による営業活動への影響も

あって、厳しい環境下での事業展開を余儀なくされました。当第１四半期の売上高は、前年同期比26.0%減の７千８百

万円でしたが、昨年の後半から民事再生法の後遺症は徐々に解き放され、経営改革効果とも相まって活発な営業活動

が展開されつつあることなどから、当年度後半に向けて順調に伸張していくものと思われます。

（その他の事業）

　その他の事業は、長野市内で展開しております「長野リンデンプラザホテル」の運営事業および保険代理業、不動産

管理・賃貸業などであります。

　ホテル業は、業者間の競争が一層激化し大変厳しい環境下にありますが、設備面での改造や合理化努力の成果に加

え、当第１四半期におきましては、善光寺御開帳による増客効果もあって、その他の事業の当第１四半期の売上高は、

前年同期比17.2%増の５千９百万円となりました。

　

（注）　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準第14号）を適用しております。従いまして、当第１四半期連結会

計期間の連結損益計算書と前年同四半期連結会計期間の連結損益計算書とでは、作成基準が異なるため前年同

期比に関する情報は参考として記載しております。　
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　　（２）キャッシュ・フローの状況　　

　当第１四半期連結会計期間末における現金および現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度に

比べ２千８百万円減少し、３億４百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果支出した資金は３億９千２百万円となりました。これは主に売上債権の減少額８億３千１百万円等

があった一方で、たな卸資産の増加額７億８千８百万円、その他負債の減少額２億５千３百万円等による減少があっ

たことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は２千６百万円となりました。これは主に有形固定資産及び無形固定資産の取得によ

る支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は３億８千６百万円となりました。これは主に長期借入れによる収入12億円があった

一方で、短期借入金の純減額４億９千万円、長期借入金の返済による支出１億７千７百万円、配当金の支払いによる支

出１億４千５百万円があったことによるものであります。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

　

（４）研究開発活動

当第１四半期連結会計期間における研究開発費は１億９千７百万円であります。

なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。  
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 54,930,000

計 54,930,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年６月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月４日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,595,050 同左 ジャスダック証券取引所
単元株式数

1,000株　

計 15,595,050 同左 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　 該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成21年３月21日～

平成21年６月20日
－ 15,595,050 － 3,373,552 － 655,289

 

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。 
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年３月20日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

①【発行済株式】

平成21年６月20日現在　

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）　

普通株式　　1,090,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 14,436,000 14,436 －

単元未満株式 普通株式　　　 69,050 － －

発行済株式総数 15,595,050 － －

総株主の議決権 － 14,436 －

  

 

②【自己株式等】

平成21年６月20日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

エムケー精工株式

会社

長野県千曲市大字

雨宮1825番地
1,090,000 － 1,090,000 6.99

計 － 1,090,000 － 1,090,000 6.99

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月

最高（円） 416 450 429

最低（円） 340 364 400

　（注）１．最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

２．当社は６月20日を第１四半期決算日としておりますが、平成21年４月度から５月度につきましては、各月末

日までの間の最高・最低株価を記載しております。なお、平成21年６月度につきましては、６月20日までの間

の最高・最低株価を記載しております。　　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成21年３月21日から平

成21年６月20日まで）に係る四半期連結財務諸表について、東邦監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,363,000 1,391,667

受取手形及び売掛金 3,644,606 4,389,226

製品 2,301,028 1,952,592

原材料 2,510,046 2,239,142

仕掛品 1,279,471 1,022,621

貯蔵品 192,522 243,963

その他 253,799 301,921

貸倒引当金 △47,634 △47,512

流動資産合計 11,496,841 11,493,623

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 3,482,616

※1
 3,651,631

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 508,545

※1
 390,167

土地 2,909,220 2,909,220

その他（純額） ※1
 128,003

※1
 192,196

有形固定資産合計 7,028,386 7,143,215

無形固定資産

のれん 1,465,285 1,492,501

その他 568,488 569,611

無形固定資産合計 2,033,773 2,062,113

投資その他の資産 1,729,393 1,690,364

固定資産合計 10,791,553 10,895,693

繰延資産 1,913 2,187

資産合計 22,290,308 22,391,504

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,044,945 1,097,299

短期借入金 5,433,207 5,713,520

未払金 2,502,923 2,692,984

未払法人税等 22,692 66,530

引当金 143,047 342,380

その他 94,564 72,803

流動負債合計 9,241,381 9,985,517

固定負債

社債 100,000 100,000

長期借入金 4,962,272 4,149,841

引当金 167,474 168,876

その他 250,690 313,579

固定負債合計 5,480,438 4,732,297

負債合計 14,721,819 14,717,815
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,373,552 3,373,552

資本剰余金 2,951,143 2,951,143

利益剰余金 1,986,643 2,213,244

自己株式 △509,272 △509,039

株主資本合計 7,802,066 8,028,900

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △57,241 △91,091

繰延ヘッジ損益 △2,060 △5,425

為替換算調整勘定 △174,276 △258,693

評価・換算差額等合計 △233,578 △355,210

純資産合計 7,568,488 7,673,689

負債純資産合計 22,290,308 22,391,504
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月21日
　至　平成21年６月20日)

売上高 3,690,606

売上原価 2,379,090

売上総利益 1,311,515

販売費及び一般管理費 ※
 1,263,826

営業利益 47,688

営業外収益

営業外収益合計 22,168

営業外費用

支払利息 43,397

その他 7,480

営業外費用合計 50,878

経常利益 18,979

特別利益

貸倒引当金戻入額 8,122

特別利益合計 8,122

特別損失

固定資産除却損 668

特別損失合計 668

税金等調整前四半期純利益 26,433

法人税、住民税及び事業税 16,481

法人税等調整額 91,505

法人税等合計 107,987

四半期純損失（△） △81,553
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月21日
　至　平成21年６月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 26,433

減価償却費 119,143

有形固定資産除却損 668

のれん償却額 27,216

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8,524

賞与引当金の増減額（△は減少） △199,333

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,401

前払年金費用の増減額（△は増加） 23,332

受取利息及び受取配当金 △3,331

支払利息 43,397

売上債権の増減額（△は増加） 831,679

たな卸資産の増減額（△は増加） △788,411

その他の資産の増減額（△は増加） △44,495

仕入債務の増減額（△は減少） △86,295

その他の負債の増減額（△は減少） △253,479

小計 △296,353

利息及び配当金の受取額 2,859

利息の支払額 △45,347

法人税等の支払額 △53,625

営業活動によるキャッシュ・フロー △392,467

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △286,500

定期預金の払戻による収入 286,500

有形固定資産の取得による支出 △23,374

無形固定資産の取得による支出 △2,544

投資有価証券の取得による支出 △1,458

貸付金の回収による収入 1,590

その他の収入 1,261

その他の支出 △1,478

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,003

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △490,000

長期借入れによる収入 1,200,000

長期借入金の返済による支出 △177,880

自己株式の取得による支出 △233

配当金の支払額 △145,047

財務活動によるキャッシュ・フロー 386,839

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,966

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △28,666

現金及び現金同等物の期首残高 333,383

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 304,717
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年３月21日
至　平成21年６月20日）

会計処理基準に関する事項の

変更

（１）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原

価法によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、

主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法）により算定しております。

　これによる損益への影響はありません。　

（２）「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の

適用

　当第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しており

ます。なお、これによる損益への影響はありません。　

　

 

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年３月21日
至　平成21年６月20日）

１．棚卸資産の評価方法 実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法に

より算定する方法によっております。

２．固定資産の減価償却費の算定

方法

定率法を採用している固定資産については、当連結会計年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定しております。

　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

　

【追加情報】

当第１四半期連結会計期間 
(自　平成21年３月21日 
 至　平成21年６月20日)

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当社及び国内連結子会社では、平成20年度の法人税法改正を契機として、資産の利用状況等を見直した結果、当第１四

半期連結会計期間より、一部の機械装置の耐用年数を変更しております。

　この変更による損益への影響は軽微であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月20日）

前連結会計年度末
（平成21年３月20日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、11,477,134千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、11,293,953千円で

あります。

２　受取手形割引高は、741,431千円であります。

３　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対

し、債務保証を行っております。

信濃輸送㈱ 7,474千円
　

２　受取手形割引高は、1,255,159千円であります。

３　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対

し、債務保証を行っております。

信濃輸送㈱ 8,152千円

ビッグトップ㈱ 154千円

計 8,306千円

　

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月21日
至　平成21年６月20日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

役員報酬・給料手当 525,115千円

発送運賃 105,866 

貸倒引当金繰入額 16,665 

賞与引当金繰入額 20,838 

  

　

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月21日
至　平成21年６月20日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月20日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 1,363,000

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,058,283

現金及び現金同等物 304,717
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月20日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年３月21日　至　

平成21年６月20日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　　　15,595,050株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　　 1,090,936株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額 

 
（決議）

　
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月18日

定時株主総会
普通株式 145,047 10平成21年３月20日平成21年６月19日利益剰余金

 

 

 

EDINET提出書類

エムケー精工株式会社(E02409)

四半期報告書

17/21



（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自平成21年３月21日　至平成21年６月20日）

 
オート機器
事業
（千円）

情報機器事
業（千円）

生活機器事
業（千円）

住設機器事
業（千円）

その他の事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高                                 

(1）外部顧客に対する

売上高
2,152,275632,906767,88978,447 59,0873,690,606 － 3,690,606

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

30,573 20 95,735 18 28,917155,265(155,265) －

計 2,182,849632,926863,62478,466 88,0043,845,872(155,265)3,690,606

営業利益又は

営業損失（△）
250,75235,543 69,375△110,70523,056268,023(220,334)47,688

　（注）１．事業区分の方法

　事業は、製品の種類及び性質の類似性により区分をしております。

２．各区分に属する主要な製品

事業区分 主要製品名および事業

オート機器事業 門型洗車機・高圧洗車洗浄機、灯油配送ローリー、各種オイル交換機

情報機器事業 ＬＥＤ表示機、工事用表示機、フルカラー表示システム

生活機器事業 農産物低温貯蔵庫、米保管庫、パン焼き機・餅つき機など家庭用電気機器

住設機器事業 建具製造業、建具工事業、管工事業

その他の事業 保険代理業、不動産管理・賃貸業、ホテル業

　

　

【所在地別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自　平成21年３月21日　至　平成21年６月20日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

 

 

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間（自　平成21年３月21日　至　平成21年６月20日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

 

 

（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月20日）

　　有価証券の第１四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動はありま

せん。 

 

 

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月20日）

　当第１四半期連結会計期間末残高がないため、該当事項はありません。

　（注）　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。

 

 

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年３月21日　至　平成21年６月20日）

　該当事項はありません。    

EDINET提出書類

エムケー精工株式会社(E02409)

四半期報告書

18/21



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月20日）

前連結会計年度末
（平成21年３月20日）

１株当たり純資産額 521.82円 １株当たり純資産額 529.05円

２．１株当たり四半期純損失金額 

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月21日
至　平成21年６月20日）

１株当たり四半期純損失金額 5.62円

 
　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。　

 
当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月21日
至　平成21年６月20日)

四半期純損失（千円） 81,553

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 81,553

期中平均株式数（千株） 14,504

　

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　　

（リース取引関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成21年３月21日　至　平成21年６月20日）

　該当事項はありません。 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年７月31日

エムケー精工株式会社

取締役会　御中

東邦監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 齋藤　義文　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小宮　直樹　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 石井　克昌　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエムケー精工株式会

社の平成21年３月21日から平成22年３月20日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成21年３月21日から平成

21年６月20日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エムケー精工株式会社及び連結子会社の平成21年６月20日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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